
（第三種郵便物認可） ２０１２年９月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

　内部被曝の影響や維新「改革」、生活
保護問題の実態をつかみ、社会保障改
善の運動につなげていこうと協会は８
月26日、Ｍ＆Ｄホールでサマーセミナ
ーを開いた。矢ヶ﨑克馬氏（琉球大学
名誉教授）が「ひろがる内部被曝と大

飯原発再稼動」、森裕之氏（立命館大
学教授）が「橋下『維新の会』の国政
進出で歯科医療・医療はどうなる」、
矢部あづさ理事が「生活保護を考え
る」のテーマでそれぞれ講演した。講
演の概要を紹介する。

　

原
発
事
故
後
、
徹
底
し
た

棄
民
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
被
曝
限
度
値
は
年
間
１

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら
20
㍉
シ

ー
ベ
ル
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
政
府
と
東
電
に
都
合
の

良
い
値
で
、
人
間
の
健
康
を

守
る
も
の
で
は
な
い
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

後
、
周
辺
国
は
５
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
以
上
を
移
住
義
務
地

域
、
１
〜
５
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

　

橋
下
氏
が
府
知
事
、
市
長

と
し
て
進
め
て
き
た
も
の

に
、〝
財
政
再
建
〞〝
成
長
戦

略
〞〝
統
治
機
構
の
改
革
〞

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

財
政
再
建
で
は
、
人
件
費

や
一
般
施
策
経
費
削
減
、
検

討
さ
れ
た
事
務
事
業
数
は
約

３
０
０
０
項
目
に
上
っ
た
。

市
民
の
強
い
反
対
に
よ
っ
て

継
続
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

が
、高
齢
者・
障
害
者・
乳
幼
児

・
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

４
医
療
費
公
費
負
担
助
成
事

業
も
削
減
対
象
と
さ
れ
た
。

　

市
民
施
策
を
削
る
一
方

で
、
成
長
戦
略
と
し
て
世
界

・
ア
ジ
ア
の
都
市
間
競
争
に

勝
つ
こ
と
を
掲
げ
、
高
速
道

路
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
な
ど
の

大
型
公
共
事
業
の
強
化
・
整

備
を
推
進
す
る
。

　

統
治
機
構
改
革
で
は
、

「
大
阪
都
」構
想
で
大
阪
市
を

を
移
住
権
利
地
域
と
規
定
し

た
。
日
本
は
限
度
値
未
満
は

移
住
を
保
障
し
て
い
な
い
。

　

汚
染
地
域
を
拡
大
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
し
、
食
糧
汚
染

を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
内
部
被
曝
を
避
け
る
に

は
、
非
汚
染
地
域
で
の
食
糧

大
増
産
や
放
射
線
測
定
の
制

度
化
が
必
要
。
国
民
は
、
学

習
を
通
じ
て
客
観
的
に
判
断

し
、明
晰
に
、楽
天
的
に
、最
大

防
護
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

犠
牲
者
隠
し

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ル
ギ
ヌ
イ

地
区
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

後
に
男
性
の
平
均
寿
命
が
15

年
縮
ま
っ
た
。
胃
が
ん
の
診

断
後
余
命
は
、
５
年
か
ら
２

・
３
カ
月
に
激
減
す
る
な

ど
、
免
疫
力
の
低
下
が
著
し

い
。
死
産
や
先
天
性
形
成
障

害
も
急
増
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、「
１
０
０
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
は
健
康

被
害
の
デ
ー
タ
は
な
い
」

「
短
時
間
の
被
曝
で
は
発
症

し
な
い
」
な
ど
の
主
張
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
医
療
の

〝
安
全
神
話
〞
は
深
刻
だ
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
経
験
を

廃
止
し
、
人
口
30
万
人
規
模

の
特
別
自
治
区
を
設
置
し
、

そ
の
他
の
市
町
村
を
人
口
30

万
人
以
上
の
「
中
核
市
」
に

再
編
す
る
計
画
だ
。
一
方
で

は
、「
大
阪
都
」
と
自
己
撞

着
す
る
「
関
西
州
」
の
実
現

を
か
か
げ
る
。

福
祉
の
後
退

　

橋
下
・
維
新
の
会
が
国
政

進
出
で
目
指
す
の
は
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
自
己
責

任
化
や
公
共
部
門
の
機
能
の

矮
小
化
と
産
業
活
性
化
の
徹

底
と
い
っ
た
、
新
自
由
主
義

的
改
革
の
再
興
で
あ
る
。

　

国
政
進
出
は
「
維
新
の

会
」
が
大
阪
で
や
っ
て
き
た

政
治
の
全
国
へ
の
拡
大
だ
。

甘
く
見
る
な
と
言
い
た
い
。

　

世
界
中
で
〝
常
識
〞
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
国
際
放
射

線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
の
年
間
許
容
線
量
は
、

功
利
主
義
と
内
部
被
曝
隠
し

の
現
わ
れ
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は

原
子
力
産
業
が
資
金
を
拠
出

し
て
お
り
、
核
戦
略
・
原
子

力
産
業
の
た
め
に
動
い
て
い

る
。
被
曝
に
よ
る
具
体
症
状

を
見
る
こ
と
な
く
、
数
値
で

単
純
化
・
平
均
化
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
放
射
線
犠
牲

者
を
隠
す
た
め
の
〝
知
ら
れ

ざ
る
核
戦
争
〞
だ
。

　

原
発
再
稼
動
は
許
さ
れ
な

い
し
、
命
を
度
外
視
す
る
政

治
は
転
換
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
官
邸
前
の
デ
モ
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
市
民
の
力
で

健
康
と
命
を
守
る
行
政
に
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

日
本
の
相
対
的
貧
困
率
は
２

０
１
０
年
で
16
％
ま
で
上
昇

し
た
。
そ
し
て
、
近
年
の
受

給
世
帯
の
内
訳
で
は
、
高
齢

や
傷
病
、
母
子
以
外
の
「
そ

の
他
」
が
増
加
し
て
い
る
。

働
け
る
年
齢
層
が
多
い
「
そ

の
他
」
が
増
え
て
い
る
背
景

に
は
、雇
用
情
勢
の
悪
化
で
、

仕
事
に
就
け
な
い
中
高
年
な

　

福
島
第
一
原
発
事
故
で

は
、
今
な
お
17
万
人
を
超
え

る
人
々
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
地
域
を

破
壊
さ
れ
、家
族
を
壊
さ
れ
、

死
に
追
い
や
ら
れ
た
人
々
も

い
る
。
矢
ヶ
﨑
先
生
は
、「
政

府
と
原
発
関
連
団
体
に
よ
る

棄
民
政
策
だ
」と
話
さ
れ
た
。

　

棄
民
政
策
は
、
在
日
米
軍

基
地
や
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
、

原
爆
訴
訟
な
ど
で
現
在
進
行

形
だ
。
そ
し
て
、
被
災
３

県
、
と
り
わ
け
福
島
原
発
事

故
へ
の
対
応
や
大
飯
原
発
３

　

受
給
者
の
増
加
が
問
題
に

さ
れ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
比
べ
て
日
本
は
利

ど
が
生
活
保

護
を
受
け
ざ

る
を
得
な
く

な
っ
て
い
る

た
め
だ
。

響
を
及
ぼ

す
。

　

制
度
の
締

め
付
け
で
は

問
題
は
解
決

用
率
も
捕
捉
率
も
低
く
、
必

要
と
す
る
人
に
支
援
が
届
い

て
い
な
い
。
行
政
の
窓
口
で

は
、
申
請
を
さ
せ
な
い
た
め

に
家
族
の
援
助
や
就
労
努
力

を
迫
る
「
水
際
作
戦
」
が
と

ら
れ
て
き
た
。

　

芸
能
人
の
家
族
の
受
給
で

は
「
扶
養
の
義
務
」
が
問
題

と
さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
家

族
の
扶
養
は
生
活
保
護
の
要

・
４
号
機
へ
の
再
開
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。

　

橋
下
徹
大
阪
市
長
が
代
表

を
務
め
る「
大
阪
維
新
の
会
」

は
、
こ
の
「
棄
民
」
を
財
界

の
支
持
の
も
と
、
マ
ス
コ
ミ

を
徹
底
的
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
阪
府
民
・
市
民

へ
押
し
付
け
て
き
て
い
る
。

教
育
・
地
方
公
務
員
へ
は
恐

怖
支
配
を
敷
き
、「
公
務
員

は
国
民
に
命
令
す
る
立
場
」

「
私
に
絶
対
従
う
立
場
を
」

と
発
言
し
て
い
る
。
大
阪
市

政
改
革
プ
ラ
ン
で
も
、「
維

新
八
策
」
で
も
、
棄
民
政
策

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

「
棄
民
」
と
い
え
ば
、
歯

科
医
療
は
長
期
に
わ
た
り
棄

民
政
策
を
と
ら
れ
て
き
た
。

生
活
保
護
問
題
も
政
府
の
棄

民
政
策
の
現
れ
で
あ
る
。

　

官
邸
前
で
の
反
原
発
の
金

曜
行
動
で
は
、
総
理
は
「
大

き
な
音
」
だ
と
言
っ
た
。
決

し
て
音
で
は
な
い
。
国
民
の

声
だ
。
大
阪
で
も
、
国
政
で

も
、
歯
科
医
療
で
も
、
棄
民

政
策
を
許
さ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
。
権
力
に
拮
抗
す
る
組

織
と
し
て
、
今
後
も
協
会
運

動
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
ご
支
持
・
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

件
で
は
な
い
。
不
正
受
給
の

割
合
も
大
き
く
変
化
し
て
い

な
い
。
２
０
１
０
年
で
金
額

の
割
合
は
０
・
38
％
に
過
ぎ

な
い
。

　

民
自
公
３
党
が
消
費
税
増

税
と
一
緒
に
可
決
し
た
「
社

会
保
障
推
進
法
」で
は
、「
自

立
」「
自
助
」中
心
に
、「
家
族

相
互
」
の
助
け
合
い
を
強
調

し
、
社
会
保
障
に
対
す
る
国

の
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
扶
養
義
務
の
強

化
や
給
付
水
準
の
切
り
下
げ

な
ど
保
護
の
制
度
の
締
め
付

け
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。

　

生
活
保
護
の
引
き
下
げ

は
、
住
民
税
非
課
税
限
度
額

を
は
じ
め
、
就
学
援
助
や
高

額
療
養
費
な
ど
生
活
保
護
基

準
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
制
度
に
影

し
な
い
。
非
正
規
雇
用
な
ど

雇
用
条
件
の
悪
化
や
、
年
金

の
切
り
下
げ
な
ど
の
脆
弱
な

社
会
保
障
な
ど
、
貧
困
を
生

み
出
す
社
会
の
仕
組
み
に
メ

ス
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要

だ
。

　

協
会
は
、
消
費
税
増
税
や

社
会
保
障
の
改
悪
を
や
め
さ

せ
、
社
会
保
障
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
阪
で
や
ら
れ
た
「
市
政
改

革
プ
ラ
ン
」
や
思
想
調
査
、

「
職
員
基
本
条
例
」
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
、
社
会
保
障
の

後
退
や
住
民
の
生
活
権
の
劣

化
、
反
対
す
る
勢
力
へ
の
弾

圧
、
教
育
の
破
壊
が
進
め
ら

れ
か
ね
な
い
。

　

総
選
挙
公
約
「
維
新
八

策
」
で
は
社
会
保
障
制
度
改

革
と
し
て
受
益
と
負
担
の
明

確
化
を
理
念
に
、
医
療
分
野

で
は
公
的
保
険
の
範
囲
を
縮

小
し
、
混
合
診
療
の
完
全
解

禁
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

い
ま
、
維
新
の
会
へ
の
対

抗
軸
と
し
て
左
派
の
第
３
極

の
前
進
が
必
要
だ
。
維
新
の

会
が
大
阪
の
自
治
体
・
地
域

で
何
を
し
て
き
た
の
か
や
独

裁
的
な
政
治
手
法
を
全
国
に

伝
え
て
、
維
新
の
国
政
進
出

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

サマーセミナーサマーセミナー
２０１２２０１２ 講演概要講演概要

維新「改革」 内部被曝

（琉球大学名誉教授）（立命館大学教授）
矢ヶ﨑克馬氏森　裕之氏

医
療
の〝
安
全
神
話
〞は
深
刻

新
自
由
主
義
の「
再
興
」狙
う

〝
棄
民
政
策
〞許
さ
な
い

貧
困
生
む
社
会
に
メ
ス
を

小
澤
力
理
事
長
の
閉
会
挨
拶

矢
部
あ
づ
さ
氏
（
協
会
理
事
）

◆10月13日（土）13:00～18:00　食事会（無料）18:30～20:30　◆10月14日（日）10:00～16:00

生
活
保
護


